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当第2四半期決算サマリー

アサヒグループホールディングス

At a Glance

国内酒類は低迷したが国際事業の好調などにより、
計画ラインの増益を確保

欧州を中心とした持続的なプレミアム戦略の進展と
さらなる成長基盤の獲得

国内酒類と飲料事業を下方修正するが、
中長期視点での構造改革に取り組む

海外成長基盤の拡大と経営資源の高度化による
 “グローカルな価値創造経営”の推進

※1　為替一定 ： 2019年の外貨金額を、2018年同期の為替レートで円換算　　※�2　事業利益とは、売上収益から売上原価並びに販売費及び一般管理費を控除した恒常的な事業の業績を測る利益指標

売上収益

2019年度2018年度

10,050億円

21,202億円
21,205億円
（予想）

9,838億円

9,838億円
2.1%減

事業利益※2

2019年度2018年度

882億円

2,213億円
2,215億円
（予想）

895億円

895億円
1.6%増

営業利益

2019年度2018年度

879億円

2,117億円
2,155億円
（予想）

884億円

884億円
0.6%増

親会社の所有者に帰属する当期利益

2019年度2018年度

603億円

1,510億円
1,515億円
（予想）

615億円

615億円
1.9%増（0.1%減）※1➡ （4.0%増）※1 ➡

当第2四半期の総括 今後の方針
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アサヒグループHD 検 索

決算に関する詳細情報は当社ホームページでご確認いただけます。

売上収益は、洋酒やRTD※を中心にビール類以外の売上は前年実
績を上回ったものの、市場全体の縮小などによるビール類の販売
数量の減少により、減収となりました。
※「Ready to Drink」の略。購入後、そのまま飲用可能な缶チューハイなどを指します。

事業利益は、製造原価の低減などに取り組みましたが、売上収益
の減少により、減益となりました。

売上収益は、炭酸飲料『三ツ矢』『カルピス』や乳性飲料『カルピ
ス』などの販売数量が前年実績を上回ったことにより、増収となり
ました。

事業利益は、増収効果に加え、品種・容器構成比の改善などによ
り、増益となりました。

売上収益は、『ミンティア』などの主力ブランドが堅調に推移したも
のの、事業ポートフォリオの見直しによる減収影響などにより、減収
となりました。

事業利益は、売上収益の減少はありましたが、製造原価の低減な
どにより、増益となりました。

売上収益は、プレミアム化を推進する欧州事業を中心に堅調に
推移したものの、各地域での円高の影響などにより、減収となり
ました。

事業利益は、円高の影響があったものの、欧州事業や東南アジア
事業の増益などにより、増益となりました。

※3　為替一定 ： 2019年の外貨金額を、2018年同期の為替レートで円換算

酒類事業

国際事業

飲料事業

食品事業
562億円
売上収益

0.3%減

（前年同期比 -1億円）
66億円
事業利益

3.9%増

（前年同期比 ＋2億円）

4,109億円
売上収益

1.7%減
（前年同期比 -71億円）

427億円
事業利益

1.0%減
（前年同期比 -4億円）

1,814億円
売上収益

3.4%増

167億円
事業利益

1.2%増
（前年同期比 ＋1億円）（前年同期比 ＋60億円）

3,318億円
売上収益

5.2%減
（前年同期比 -183億円）

447億円
事業利益

6.1%増
（前年同期比 ＋25億円）

（0.5％増）※3 ➡ （12.5％増）※3 ➡
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日本、欧州、豪州の3極を核とした、
グローカルな成長戦略を
力強く推進していきます。

トップメッセージ

本年の上半期は、新グループ理念“Asah i  
Group Philosophy”や「中期経営方針」に基づき、
国内外の各事業における高付加価値ブランドの
育成や収益構造改革に取り組みました。
酒類事業では、市場全体の縮小などによりビー

ル類の販売は低迷しましたが、中長期のブランド
スローガンを“THE JAPAN BRAND”と設定した
『アサヒスーパードライ』の広告訴求の強化に加えて、

2019年度上半期の総括 『アサヒスーパードライ ザ・クール』の展開による
若年層の新需要創造などに取り組みました。また、
洋酒やRTD※を中心としたビール類以外の売上拡大
に加えて、コスト全般の効率化を推進しました。

飲料事業では、炭酸飲料の『三ツ矢』、『ウィル
キンソン』や今年発売100周年を迎えた乳性飲料の
『カルピス』といったカテゴリートップブランドの強
化に加えて、最適生産・物流体制の構築などに取
り組みました。また、食品事業では、『ミンティア』
などの主力ブランドの強化や事業の選択と集中によ
る収益性の向上を推進しました。

国際事業では、欧州において、『Peroni Nastro 
Azzurro』や『Pilsner Urquell』を中心とした
高付加価値商品の強化や、『アサヒスーパードライ』
の拡大展開によるプレミアム化を推進しました。

代表取締役社長 兼 CEO
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また、オセアニアや中国においても、プレミアム
ビールを中心に積極的なマーケティング活動の強化
に取り組みました。
こうした取組みにより、上半期の売上収益は、

飲料事業は増収となりましたが、ビール類の販売
数量が減少した酒類事業や円高影響のある国際事
業の減収などにより、トータルでは、前年同期比
2.1％減収の9,838億円となりました。
一方、事業利益については、酒類事業は減益と

なりましたが、国際事業を中心とした各事業の増益
により、1.6％増益の895億円となり、親会社の所
有者に帰属する四半期利益は、1.9％増益の615
億円を達成することができました。

本年の上半期は、事業利益では、計画ラインの
増益を確保することができましたが、下半期は、国
内における市場環境や7月の天候不順などを踏まえ
て酒類・飲料事業の販売計画を見直したことや、
国際事業における円高のマイナス影響を見込むこと
などにより、通期の業績見通しを下方修正いたしま
した。

但し、国内の各事業会社は、足元の販売数量
の回復に加えて、中長期的な視点で、ブランドの
高付加価値化と収益構造改革を推進していく方針

2019年度通期の見通し

※「Ready to Drink」の略。購入後、そのまま飲用可能な缶チューハイなどを指します。 

です。特に酒類事業では、厳しい市場環境が続
いていますが、来年の酒税改正などをチャンスと
捉え、ビールの強化に集中したカテゴリー戦略や
ブランド戦略の再構築を図っていきます。
また、Ｍ＆Ａにより海外の成長基盤を拡大すると

ともに、グローバルプラットフォームの構築に向け
て、経営資源の高度化にも注力していく方針です。
こうした取組みにより、2019年の売上収益は

前期並みの2兆1,205億円、事業利益は0.1％増
益の2,215億円、親会社の所有者に帰属する当
期利益は0.3％増益の1,515億円を目指していき
ます。

当社は、Anheuser-Busch InBev SA/NV
グループが豪州で保有するビール・サイダー事業

（以下、「ＣＵＢ事業」）の取得について合意し、
来年の第１四半期中のクロージングに向けて株式
売買契約を締結しました。（詳細については、P8を
ご覧ください）
当社は、新グループ理念“Asah i  Group  

Philosophy”において、「高付加価値ブランドを核と
して成長する“グローカルな価値創造企業”を目指す」
ことを掲げ、「中期経営方針」では、プレミアム化
の推進とクロスセルの拡大展開を軸として、グロー
バルな成長基盤を拡大することを目指しています。

AB InBev社の豪州事業の株式取得

今回の合意は、正にこうした戦略に基づくもの
であり、ＣＵＢ事業を取得することにより、日本、
欧州、豪州の3極を核とした、グローバルマネジメ
ントのプラットフォームを構築し、グローカルな成長
戦略を力強く推進していきます。
なお、今回の大型買収で金融債務が増加する

見込みですが、それにより株主還元の方針を変え
ることはありません。「中期経営方針」に基づいて、
2021年までに配当性向35％に向けて配当水準を
着実に高めていきたいと思います。

日本がデフレから脱却できていない中、国内事
業の収益性を持続的に高めていくことは容易では
ありませんが、グローバルな成長基盤の拡大によ
り、グループ業績の国内依存度を引き下げること
は、国内事業の戦略構築にも好影響を与えるもの
と考えます。

引き続き、国内事業をキャッシュカウとして利益
重視の経営を継続するとともに、海外市場でのプ
レミアム化を成長エンジンとして、グループ全体の
持続的成長を目指していきます。
株主の皆様におかれましては、改めて“グローカ

ルな価値創造経営”を推進するアサヒグループに対
して、引き続き中長期的な視点でのご支援をよろ
しくお願い申し上げます。

株主の皆様へのメッセージ
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North America

Europe

China

Australia

South Korea

Japan
クロスセルの重点地域

グローバルに広がる多様な経営資源

32%5%
2009 2018

売上収益

※ 買収に伴い生じた無形資産償却を除く

41%0%
2009 2018

事業利益

51%31%
2009 2018

社 員
※	セグメント情報の

区分に基づく

■ 国内　  海外

当社は、本年から施行している新グループ理念
“Asahi Group Philosophy（以下、「AGP」）”におい
て、「高付加価値ブランドを核として成長する“グロー
カルな価値創造企業”を目指す」ことをビジョンに掲
げています。またAGPに基づいて更新した『中期経

グローカルな“価値創造企業”を目指し、
グローバルプレミアムブランドの価値向上を推進

比が50%を超えるなど、当社の経営資源はグロー
バルに広がりました。
このグループの変化を、更なる成長に向けたドラ

イバーとすべくAGPを求心力に、グループ全社員
一丸となって、新たな独自価値の創造に挑みます。
今後は、『アサヒスーパードライ』『Peroni Nastro 

Azzurro』『Pilsner Urquell』の3ブランドをグロー
バルプレミアムブランドと定義し、グループが保有
する販売ネットワークの活用を軸にクロスセルの拡
大を実現することで、新たな成長ドライバーへと育
成していきます。
今後3年程度では、母国以外の市場において、3

営方針』において、国際事業では、プレミアム化の
推進とクロスセルの拡大展開を軸として、グループ
の持続的成長を牽引することを目指しています。
欧州事業のグループ入りを機に、海外における

業績の拡大に加えて、海外で活躍する社員の構成

3ブランド合計の
年間販売量の見通し
年平均10%成長

特集
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■東アジア ■オセアニア ■中国 ■欧州  
■北米 ■東南アジア　　

『アサヒスーパードライ』の海外販売数量推移

アサヒスーパードライ　Asahi Super Dry

これまでにない「辛口」という新たな価値を提案する商品と
して1987年に発売しました。日本国内では、本質的な価値
である「辛口」「鮮度」の訴求を強化し、最高品質の提供と飲
用機会の拡大に取り組んでいます。海外においても、世界
で50を超える国と地域で販売されており、さらなる拡大に
取り組んでいます。

ペローニ・ナストロ・アズーロ　Peroni Nastro Azzurro

厳選された原料を使用し、繊細な香りとすっきりとした後味
が特長です。副原料のコーンはイタリア産を使用していま
す。イタリアンスタイルを体現するプレミアムビールとして、
特に、英国、豪州などでは、高価格帯のスーパープレミアム
ブランドとして高い評価と認知を得ています。

ピルスナーウルケル　Pilsner Urquell

1842年にチェコのピルゼンで誕生し、広く世界で浸透し
ているピルスナータイプの元祖として知られるビールで
す。苦味、甘味、香りが絶妙なバランスで調和された味わ
いをお楽しみいただけます。

ブランド合計で年平均10%程度の販売数量の成長
を目指していきます（2018年実績（約3,500万ケー
ス）比）。
ただし、単に短期的な数量成長を追求するのでは

なく、ブランドごとのグローバルなブランドマネジメ
ントのもと、中長期視点でのブランド価値の向上に
注力していきます。グローバルブランドとして、
ビジョン・ミッションの共有、役割分担の明確化、
協働体制の構築などにより、グローバルとローカル
の両チームが両輪となって取り組めるマネジメント
体制を構築し、グローバルプレミアムブランドとし
ての価値の強化を目指していきます。
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アサヒビール㈱は、若年層の新需要創造を
目指す“もう一つの「スーパードライ」”という
活動テーマで、『アサヒスーパードライ ザ・
クール』を2019年4月より展開しています。

20-30代の若者は、友人や知人と共に飲食
店などでお酒を楽しむ、いわゆる“外飲み”の利用頻度※が他の世代
よりも高い傾向にあります。また、“外飲み”の場を、自分らしさを開
放できる場として捉えており、業務用市場における新たな飲用シー
ンの提案が若年層のビール需要拡大に繋がることが推測されます。

当社は、飲食店向けに“若者が仲間と一緒にビールを飲んで、
開放的に盛り上がる！”そんな飲用シーンの確立に向けて、レジャー
業態、スポーツバー、クラブといった業態を中心に、「ザ・クール」を
びんから直接飲用するスタイルを提案しています。

今後も、若年層や女性といった新たなユーザーの拡大に向けて、幅広い飲用シーン
の提案を通じて、ビール類の市場活性化を図ります。

若年層の新需要創造を目指し、
『アサヒスーパードライ ザ・クール』を発売

2019

4月

当社は、「気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD：Task Force 
on Climate-related Financial Disclosures）」の提言に賛同しました。
当社は、2019年2月に制定した「アサヒグループ環境ビジョン2050」

において、2050年までに事業活動における「環境負荷ゼロ」を目指すとと
もに、アサヒグループの独自技術や知見を生かした新たな「環境価値創出」
に挑んでいます。
「環境負荷ゼロ」の取り組みの一つとして、パリ協定や国連の持続可能
な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）を踏まえ、
2050年及びその過程における2030年の温室効果ガス排出量削減の目標

「アサヒ カーボンゼロ」を設定し、国内より目標達成のための取り組みを
通じて気候変動への対応を進めています。
TCFDの提言に賛同することにより、気候変動が事業に及ぼすリスクと

機会についての分析と対応、関連する情報の開示を進めていきます。

「気候関連財務情報開示タスクフォース
（TCFD）」 提言への賛同を表明

2019

5月

&ニュース  トピックス 2 0 1 9 . 4 - 2 0 1 9 . 8

※ 当社調べ（2018年10月、ｎ＝5,000人、ｗｅｂ調査） 2015年に、主要国の中央銀行や金融規制当局などが参加する国際機関
である金融安定理事会（FSB）により設立されたタスクフォースです。気候変
動がもたらすリスクおよび機会の財務的影響を把握し開示することを目的と
して、2017年6月に最終報告書と
して自主的な情報開示のあり方に
関する提言を公表しています。

気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）について

『アサヒスーパードライ ザ・クール』を
楽しめる一部のお店を以下のURLにより
ご確認いただけます。

https://retty.me/shoplist/cool/
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当社は、AB InBev社が豪州で保有するビール・サイダー事業（以下、「CUB
事業」）の取得について同社と合意に達し、株式売買契約を締結しました。
CUB事業は、豪州ビール市場のトップブランドである「Carlton」や「Great 

Northern」などの強固なブランドポートフォリオに加えて、高いマーケティング
力や商品開発力を有しており、安定した収益性を備えている事業となります。
当社は、持続的な経済成長が続く豪州において、2009年以降、事業取得を

推進してきており、飲料事業に加えて、酒類事業ではグローバルプレミアムブラ
ンドと位置付ける「Asahi Super Dry」「Peroni Nastro Azzurro」「Pilsner 
Urquell」などを展開しています。今後は、CUB事業の広範なディストリビュー
ションネットワークを取得できることに加えて、調達などでスケールメリットを享受
することが可能となります。また、グローカルなタレントマネジメントを拡大する
ことにより、人材面における経営資源の高度化をさらに推進していく方針です。

既存事業を含めた豪州事業のEBITDA*は約1,000億円と欧州事業と同規
模となり、日本の2,000億円規模と合わせて3極体制が整うことになります。
これまで培ってきた3拠点のブランドや人材などの「強み」を融合していくことで、
“グローカルな価値創造企業”として、持続的な成長と中長期的な企業価値の
向上を目指していきます。

AB InBev社の
豪州事業の株式取得

2019

7月
「気候関連財務情報開示タスクフォース
（TCFD）」 提言への賛同を表明

「統合報告書 2018」は、国際統合報告評議会（IIRC）が
提唱する「国際統合報告フレームワーク」や「価値協創ガイ
ダンス」を参照しつつ、“グローカルな価値創造経営”の更な
る深化を目指した戦略ストーリーとして、財務情報と非財務
情報を体系的にまとめたコミュニケーションツールとして作
成しています。

株主の皆様をはじめとした幅広い読者の皆様に、当社
のご理解を深めていただけるよう、今後も内容の一層の充実に努めます。

株主優待寄附実績のご報告
「アサヒグループ環境基金『水の惑星』へのご参

加」と「東日本大震災復興支援活動への寄附」に多
くの株主様からご賛同をいただきました。皆様方の
ご協力に対して、厚く御礼申しあげます。

「統合報告書2018」のご紹介

ご寄附の総額
約205万円

アサヒグループ環境基金「水の惑星」 「東日本大震災復興支援活動への寄附」
公益社団法人国土緑化推進機構の

「緑の募金」へ230名様分
「東日本大震災現地NPO応援基金」へ

987名様分

冊子をご希望の方は、下記のURLまたは右記のQRコードから当社 
ホームページの資料請求画面にアクセスいただき、ご請求ください。

https://www.asahibeer.co.jp/web-service/asahig-hd/
ir/contact_ir/form.wsp.html?CMD=onForm

より詳細な情報については、下記のURLまたは右記のQRコードより
アクセスいただきダウンロードしていただけます。

https://www.asahigroup-holdings.com/ir/library/
annual.html

〈 本件取引の概要 〉
● 取得金額：160億豪ドル（約1兆2,096億円）（キャッシュフリー・デットフリー企業価値ベース）
● �対象事業の業績（2018年12月期）： 純売上高 2,294百万豪ドル（約1,734億円） 
営業利益（EBIT） 990百万豪ドル（約748億円）  EBITDA 1,075百万豪ドル（約813億円）

※	1豪ドル＝75.6円で換算（2019年7月18日現在）　
※	本件は、2020年第1四半期中にクロージング予定のため、2019年業績への影響はない見込み。　
 *	EBITDA＝事業利益＋無形資産償却費＋減価償却費（国際会計基準〈IFRS〉ベース）
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N E W  新商品

〈  担 当 者 からのひとこと 〉

N E W  新商品

〈  担 当 者 からのひとこと 〉

N E W  新商品

〈  担 当 者 からのひとこと 〉

「かのか」ブランドから、濃醇な香りと味
わいの「濃醇まろやか仕立て」、華やかな
香りと味わいの「華やかすっきり仕立て」
が新発売になります。様々な料理と合う
味に仕上げました。是非お試しください。

アサヒビール（株） 
洋酒・焼酎マーケティング部
村尾 雄一

※	当社が製造・通年販売している黒ビールを除く「生ビール（非熱処理）」における、1００ｍｌ当たりの
原麦汁エキス量及び複数の香気成分量の比較において

[ 希望小売価格は設定しておりません。 ]

認知機能の一つである注意力の維持と計算作
業の効率維持に役立つことが報告されている

「ラクトノナデカペプチド」を配合した機能性表示
食品です。日常生活において気軽に飲んでもら
えるように、複数のブランドを横断して発売しま
す。是非お試しください！

アサヒ飲料（株）
健康戦略部
宮本 菜々子

PO I NT

鹿児島産「黄金千貫」を使用

本格感、高級感のあるデザイン

「まろやか」「すっきり」選べる
２つの味わい

※	本品にはラクトノナデカペプチド（NIPPLTQTPVVVPPFLQPE）が含ま れます。ラクトノナデカペプチド（NIPPLTQTPVVVPPFLQPE）には、年齢とともに低下する認知機能の一つ
である注意力（事務作業の速度と正確さ）の維持と計算作業の効率維 持に役立つことが報告されていますので、ものごとを忘れやすいと感じている中高年の方に適しています。

缶３５０ｍｌ、缶５００ｍｌ、	
中びん、大びん
発売日 2019年8月20日 

ビール

アサヒ 紅
くれない

PO I NT

最大級※の香り

アルコール６．５％

最大級※のコクと赤い液色

芋焼酎 
かのか
濃醇まろやか仕立て／
華やかすっきり仕立て

新商品紹介

A L C O H O L I C  B E V E R A G E S酒 類 事 業 S O F T  D R I N K S飲 料 事 業

PO I NT

認知機能の一つである
注意力の維持と計算作業の
効率維持に役立つ※

本商品以外にも「カルピス」
「ウェルチ」などのブランドで4品展開

アタマの働きを
持続させてくれる機能成分

「ラクトノナデカペプチド」配合

赤褐色の色合い、ゆったり楽しめる深い
コクと香りで秋らしい季節感が感じられ
る秋限定醸造の生ビールです。アル
コール度数6.5％でしっかりとした飲み
ごたえもありますので、ぜひ秋のお食事
と一緒にお楽しみください。

アサヒビール（株） 
ビールマーケティング部
松橋 裕介

※	濃醇まろやか仕立て：ペットボトル220ml・4L、紙パック900mlも同時発売。 
華やかすっきり仕立て：ペットボトル4Lも同時発売。

紙パック1.8L
希望小売価格 1,450円
発売日 2019年9月3日

焼酎

ボトル缶400g／希望小売価格 140円　
発売日 2019年9月10日

コーヒー

ワンダ　
はたらくアタマに　
アシストブラック
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N E W  新商品

N E W  新商品

N E W  新商品

PET370ml／希望小売価格 150円　
発売日 2019年10月1日

乳製品 
乳酸菌飲料

（殺菌）

匠のカルピス

PO I NT

100周年限定の
特別製法で深いコクと
まろやかな味わいを実現

「カルピスウォーター」の
約5倍の乳成分量

次の100年に想いを
つなぐ特別な「カルピス」

〈  担 当 者 からのひとこと 〉

N E W  新商品

毎日継続してお飲みいただけるよう
に、おいしさにこだわった青汁です。
国産の大麦若葉、ケール、明
日葉を使用し、保存料・着色
料は無添加です。野菜不足
が気になる方にぜひお試しい
ただきたい商品です。

アサヒグループ食品（株）
ベビー&ヘルスケアマーケティング部
藤澤 侑衣

30袋／1箱　
希望小売価格 1,800円
発売日 2019年8月26日

健康食品

ファイバー 
イン青汁

不足しがちな食物繊維を補う青汁

PO I NT
1包に食物繊維5,000mg※1、 
乳酸菌、活性化型酵素※2を配合

※1 1袋（7.7g）当たり
※2 活性のある酵素を含有した穀物発酵エキス末を使用。

※	本品にはラクトノナデカペプチド（NIPPLTQTPVVVPPFLQPE）が含ま れます。ラクトノナデカペプチド（NIPPLTQTPVVVPPFLQPE）には、年齢とともに低下する認知機能の一つ
である注意力（事務作業の速度と正確さ）の維持と計算作業の効率維 持に役立つことが報告されていますので、ものごとを忘れやすいと感じている中高年の方に適しています。

PO I NT

合わせみそ・赤みそ・白みその３つの味わい

お湯を注ぐだけで手軽に楽しめます！

8彩2香※の計10種の食材が入ったおみそ汁

1食／希望小売価格 160円　
発売日 2019年9月2日

フリーズドライ食品

10品目の一杯
こがねの椀／あかねの椀／
わかばの椀

飲 料 事 業 F O O D食 品 事 業

※ 「食事を彩る８種の食材」と「香り引き立つ２種の食材」。

ワンダ　
はたらくアタマに　
アシストブラック
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10,000

20,000

30,000

40,000
（億円）

0
2018年度末 （年度）2017年度末 2019年2Q末

7,145

30,793

23,647

8,124

33,468

25,343

7,023
30,767

23,744 非流動資産

流動資産

（億円）

500

1,500

1,000

2,000
※ 括弧内は対前年同期比

換算差額
△10
（＋9）

現金及び
現金同等物の
四半期末残高
517

（△107）

現金及び
現金同等物の
期首残高
573
（△7）

897
（△176）

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー
△560

（△1,247）
財務活動による
キャッシュ・フロー
△382

（＋1,307）

0

2,000

4,000

8,000

6,000

10,000

12,000
（億円）

0

※ 括弧内は対前年同期比
売上収益
9,838
（△212）

親会社の
所有者に帰属
する四半期利益
615
（+11）

売上原価
△6,049
（+130）

売上総利益
3,788
（△82）

事業利益
895
（+13）

その他の
営業収支
△11
（△8）

営業利益
884
（+5）

金融・持分法
による投資損益
△10
（+15）

法人所得税費用
△257
（△6）

販売費及び
一般管理費
△2,892
（+95）

連結財政状態計算書 （2017年度 2018年度：12月31日現在、2019年度：6月30日現在）

資産合計 負債及び資本合計

連結損益計算書 （2019年1月1日～6月30日） 連結キャッシュ・フロー計算書 （2019年1月1日～6月30日）

10,000

20,000

30,000

40,000
（億円）

0
2018年度末2017年度末 2019年2Q末 （年度）

9,395

9,900

30,793

11,496

10,521

11,419

33,468

11,527

10,894

8,450

30,767

11,421 資本

非流動負債

流動負債

連結業績および財務データ

売上収益は、飲料事業が増収となりましたが、主に酒類と国際事業（円高影響）の減収により、減収となりました。

事業利益は、酒類事業は減益となりましたが、国際事業を中心とした各事業の増益により、増益となりました。

親会社の所有者に帰属する四半期利益は、事業利益の増益に加え、昨年の持分法投資の売却損の
反動などにより、増益となりました。

営業CFは、税引前利益や減価償却費の増加などにより、収入となりました。

投資CFは、英国Fuller's社の株式取得や設備投資の増加などにより、支出となりました。

財務CFは、配当金の支払いなどにより、支出となりました。

資産は、有形固定資産が増加しましたが、円高や償
却減の影響などにより、減少となりました。

負債は、金融負債や季節要因に基づく営業債務の
増加などにより、増加となりました。

資本は、利益剰余金は増加したものの、為替相場の
変動によるその他の資本の構成要素の減少などに
より、減少となりました。

ポイント

ポイント ポイント
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株主の皆様からのご意見・ご要望を今後の参考とさせ
ていただくため、webアンケートを実施いたします。是
非ご協力いただきますようお願いいたします。
下記URLにアクセスいただき、アクセスナンバー入力
後に表示されるアンケートサイトにてご回答ください。
その他の方法については、下記「アクセス方法」をご確
認ください。所要時間は5分程度です。

株主様webアンケート
ご協力のお願い

● アンケートの実施期間 ●

「ネットでアンケート」は宝印刷株式会社が運営し、ご回答いただいた内容は宝印刷株
式会社が管理いたします。宝印刷株式会社についてはhttps://www.takara-print.
co.jp/をご参照ください。ご回答内容は統計資料としてのみ使⽤させていただきます。

※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
※アンケートに関するお問い合わせ先：kabu@takara-print.co.jp
※�平⽇17時以降、ならびに土、日、祝日及び年末年始等の休業日中のお問い合わ
せに関しては翌営業日の回答になります。

メールから

enq@q.srdb.jpへ空メールをご送信いただき、自動返送
されるアンケート回答用のURLからアクセスいただきます。

パソコン・タブレットから

https://q.srdb.jp/ アクセスナンバー ：2502

QRコード読み取り機能のついたスマートフォン
または携帯電話をお使いの方は、左のQRコー
ドから直接アンケート画面へアクセスできます。

スマートフォン・携帯電話から

● アクセス方法 ●

2019年9月30日（月）まで

株主の皆様とのコミュニケーション

株主
様から

のご意見を紹介します

webアンケート集計結果のご報告

「アサヒスーパーレポート2019年春号」でご案内したwebアンケートには、
多くの株主の皆様からご回答をいただきました。皆様のご協力に
感謝を申しあげますとともに、いただいた貴重なご意見を
今後のIR活動やレポートの企画に反映してまいります。

あなたの株式保有数をお知らせくださいQ2

500株～1,000株未満
1,000株～10,000株未満

10,000株以上

100株未満
すでに売却

100株～500株未満
9.8%

3.3%

5.9%
4.6%

0.0%

「アサヒスーパーレポート」わかりやすさQ3

わかりにくい

わかりやすい
普通 49.0%

0.7%

「アサヒスーパーレポート」情報量についてQ4

全く足りない

多すぎる
充分である

2.6%

2.0%

「アサヒスーパーレポート」から得たい情報（複数回答可）Q5

当期業績の見通し
財務情報

新商品紹介
ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の取組み

国内事業の特集
国際事業の特集

配当情報・株主優待について
株主の皆様とのコミュニケーション

トップメッセージ
長期ビジョン／中期経営方針 62.8%62.8%

37.3%

32.0%

18.3%
28.1%
28.8%

60.8%
26.8%

56.2%

紙質も良く、⽼眼の私でも全
般的に⾒やすいです。新商品
は特に良かった！ “カラダ届く
ミルク” はスーパーにあるの
でしょうか？ 早速
購⼊したいです。

（女性／60代）

当社株式保有期間をお知らせくださいQ1

3年～5年未満
5年～10年未満

10年以上

1年未満
すでに売却

1年～3年未満
12.4%

3.3%

11.8%
8.5%

社⻑のお話はとても興味深い
ものだった。グローカルという
⾔葉を初めて聞いたので、調
べて理解しました。

（⼥性／60代）

以前⾏ったことのある⼤⼭崎
の美術館が載っていて嬉し
かったです。今後も充実した
内容を期待してお
ります。

（⼥性／50代）

トップメッセージで⽅向性がわ
かる。企業の社会的責任の⾏
動も表⽰されている。他の株
主の意⾒が表記されている。

（⼥性／50代）
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商号 アサヒグループホールディングス株式会社
（Asahi Group Holdings, Ltd.）

本店所在地 〒130-8602
東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号

設立 1949年（昭和24年）9月1日

資本金 1,825億3,119万4,085円

従業員数 28,975名（連結）

会計監査人 有限責任 あずさ監査法人
（東京都新宿区津久戸町1番2号）

持株数（百株） 持株比率（％）
■金融機関 2,013,542 41.6
■外国法人等 1,429,626 29.6
■その他の法人 509,167 10.5
■個人・その他 438,714 9.1
■自己名義株式 254,703 5.3
■証券会社 190,093 3.9
■政府・地方公共団体 10 0.0

発行済株式の総数 483,585,862株

株主数 102,711名 （前年同期末比4,806名増）

大株主（上位10名） 株主名 持株数（百株） 持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 473,023 10.3
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 258,350 5.6
第一生命保険株式会社 160,000 3.5
旭化成株式会社 117,853 2.6
富国生命保険相互会社 100,000 2.2
株式会社三井住友銀行 90,280 2.0
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５） 82,485 1.8
三井住友信託銀行株式会社 71,260 1.6
SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 70,850 1.5
JP MORGAN CHASE BANK 380055 69,888 1.5

合計 1,493,990 32.6
１．当社は、自己株式254,703百株を保有しておりますが、上記大株主からは除いております。なお、自己株式（254,703百株）には、業績連

動型株式報酬制度の信託財産として、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社が保有する当社株式387百株は含めておりません。
２．持株比率は発行済株式の総数から自己株式数を控除して計算しております。

■金融機関

■政府・地方
公共団体

■証券会社

■外国法人等

■その他の法人

■個人・その他

■自己名義株式

■500万株以上

■1百株未満
■1百株以上

■100万株以上

■10万株以上

■1万株以上
■1千株以上

持株数（百株） 持株比率（％）
■500万株以上 2,208,914 45.7
■100万株以上 1,253,711 25.9
■10万株以上 782,906 16.2
■1万株以上 199,185 4.1
■1千株以上 263,179 5.4
■1百株以上 125,116 2.6
■1百株未満 2,844 0.1

会社概要

取締役会⻑ 兼 取締役会議⻑ 泉谷 直木

代表取締役社長 兼 CEO 小路 明善

常務取締役 兼 常務執⾏役員 
CFO 勝木 敦志

取締役 兼 執行役員 辺見 裕	 朴 泰民	 谷村 圭造

社外取締役（独⽴役員） 小坂 達朗	 新貝 康司
クリスティーナ・アメージャン

常勤監査役 奥田 好秀	 角田 哲夫

社外監査役（独⽴役員） 斎藤 勝利	 早稲田 祐美子	 川上 豊

常務執行役員 北川 亮一

執行役員

福田 行孝	 神田 智正	 佐見 学
知久 龍人	 西中 直子	 河野 一馬
﨑田 薫	 田中 晃	 秋葉 哲
爲定 一智	 野村 和彦	 坂野 俊次郎
石坂 修	 ウエイン・アンガス

役員

株式の状況

所有者別株式分布 所有株式数別株式分布

会社概要 （2019年6月30日現在）
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中間配当金のお支払いについて
第96期中間配当金は、2019年８月１日開催の取締役会の決議

により１株当たり52円に決定されました。同封の「配当金領収証」
により、お近くのゆうちょ銀行全国本支店及び出張所並びに郵便局

（銀行代理業者）にて、払渡しの期間内（2019年９月２日（月）から
2019年９月27日（金）まで）にお受け取り願います。
また、銀行預金口座等振込ご指定の方は、ご指定口座への入

金をご確認くださいますようお願い申しあげます。株式数比例配
分方式を選択されている場合は、お取引の口座管理機関（証券会
社）にお問い合わせください。
なお、同封いたしております「配当金計算書」は、配当金をお受

け取りになった後の配当金額のご確認や、確定申告を行う際の添
付書類としてご利用いただけます。株式数比例配分方式を選択さ
れている場合は、お取引の口座管理機関（証券会社）にお問い合わ
せください。

❶ 証券会社の口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

⃝単元未満株式の買取・買増請求
⃝届出住所・姓名などのご変更
⃝配当金の受領方法・振込先のご変更
⃝マイナンバーに関するお届出・お問い合わせ

口座を開設されている証券会社

⃝郵送物の発送と返戻に関するご照会
⃝支払期間経過後の配当金に関するご照会
⃝株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

❷ 特別口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

⃝単元未満株式の買取・買増請求
⃝特別口座から証券口座への振替請求
⃝届出住所・姓名などのご変更
⃝配当金の受領方法・振込先のご変更
⃝マイナンバーに関するお届出・お問い合わせ

特別口座の 
口座管理機関

三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

⃝郵送物の発送と返戻に関するご照会
⃝支払期間経過後の配当金に関するご照会
⃝株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿管理人

事業年度 1月1日から12月31日まで
定時株主総会 3月（基準日12月31日）
期末配当金支払株主確定日 12月31日
中間配当金支払株主確定日 6月30日
単元株式数 100株
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

公告の方法
電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない理由によって電子公告
によることができない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。
https://www.asahigroup-holdings.com/ir/e_public/

上場金融商品取引所 東京証券取引所

株式に関するお手続は、
❶証券会社の口座に記録されている場合と、
❷特別口座に記録されている場合で、
右記のとおり異なりますので、該当の窓口に
お問い合わせください。

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
郵便物の送付先
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号

電話照会先
　　0120-782-031 オペレーター対応

（9：00～17：00 土・日・祝日を除く）
ホームページ
https://www.smtb.jp/personal/agency/

アサヒグループホールディングス株式会社
法務部門 株主様係
TEL 03-5608-5113
E-mail kabushiki@asahigroup-holdings.com

株式に関するその他のお問い合わせ窓口

株式に関するお手続について

市区町村から通知されたマイナンバーは、株式
の税務関係のお手続で必要となります。

株式関係事務におけるマイナンバーの利用目的
法令に定められたとおり、支払調書に株主様のマイナ
ンバーを記載し、税務署に提出いたします。このため、
株主様からお取引のある証券会社等へ、以下のとお
りマイナンバーを届出いただく必要がございます。

証券会社の口座で株式を管理されている株主様
お取引の証券会社までお問い合わせください。

証券会社とのお取引がない株主様
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部までお問い
合わせください。

マイナンバー制度に関するお手続きについて

株主メモ
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〈免責事項〉 本誌のいかなる情報も、当社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。また、本誌に記載された意見や予測などは、
本誌作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではなく、今後、予告なしに変更されることがあります。万が一この情
報にもとづいて被ったいかなる損害についても、当社および情報提供者は一切責任を負いませんので、ご承知おきください。https://www.asahigroup-holdings.com/

工場見学会の
概要

応募要領

第14回株主様工場見学会のご案内【開催日：2019年12月５日（木）】
アサヒグループの事業内容についてよりご理解を深めていただくために、株主様工場見学会を開催いたします。今回は、
『アサヒスーパードライ』などを製造している「アサヒビール株式会社 神奈川工場」です。

お問い合わせ先

アサヒグループホールディングス株式会社
法務部門 株主様係
TEL 03-5608-5113　9:00～ 17:30（土、日、祝日を除く）
E-mail kabushiki@asahigroup-holdings.com

●		ご同伴者様１名を含めた２名までご応募いただけます。
●		ご応募多数の場合は抽選となります。厳正な抽選のう

え、当選発表は当選者へのご発送（10月下旬発送予
定）をもって代えさせていただきます。

		 その際、当日の見学内容の詳細を併せてご連絡いた
します。

●		複数枚でのご応募はご遠慮願います。
●		見学場所では、１時間ほどお歩きいただくことになり

ますので、あらかじめご了承願います。
●		ご記入いただいた個人情報は、見学会の実施に関す
るご案内の目的のみで使用させていただきます。

●		お車・バイクを運転の方（バイクは同乗者も含む）、自
転車でご来場の方、20歳未満の方、妊娠中や授乳期
の方は、酒類のご試飲ができません。ソフトドリンクを
ご用意いたしております。

●		荒天等、諸般の事情により内容が変更または中止とな
る場合がございます。その場合はご当選された株主
様にご連絡させていただきます。
多くの皆様からのご応募をお待ちしております。

●見学場所
●参加費	 無料　�※�集合・解散場所までの交通費は、各自でご負担願います。
●集合・解散場所    ＪＲ・小田急電鉄・伊豆箱根鉄道・箱根登山鉄道「小田原駅」（予定）

アサヒビール株式会社 神奈川工場（神奈川県南足柄市）

応募締切：2019年９月20日（金） ※当日消印有効

裏面

●	ご希望の時間帯の番号 
（①または②）
●	株主様の情報
	 １．	郵便番号・住所
	 ２．	氏名（ふりがな）
	 ３．	生年月日
	 ４．電話番号（日中に連絡のつく

番号をご記載ください。）
●	ご同伴者様の有無
●	以下、ご同伴者様の有の場
合のみ

	１．	ご同伴者様の氏名 
　 （ふりがな）

	２．	ご同伴者様の生年月日

宛名面

郵便はがき

東
京
都
墨
田
区
吾
妻
橋

　
　
１
丁
目
23
番
１
号

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）

　
法
務
部
門

　
　
工
場
見
学
会
係 

行

62円
切手

1 3 0 8 6 0 2-

希望
番号 開催日 集合時刻 解散時刻（予定） 対象者 ※2019年６月末現在 募集人数

（ご同伴者様を含む）

❶
12月５日（木）

 8：45 14：00
当社株式100株以上ご保有の株主様

50名様

❷ 12：15 17：15 50名様

応募方法：	郵便はがきに右記の必要事項をご記入のうえ、
	 ご応募ください。

株主ひろば IR Information


